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ユビキタスネットワーク認証・エージェントユビキタスネットワーク認証・エージェント (UAA)(UAA)グループグループの位置付けの位置付け

ユーザがどんな状況にあっても適切なサービスの享受と提供が可能で，経済活動を活性化できるユ
ビキタスネットワーク社会を構築することを目的に，種々のユビキタス関連研究プロジェクトの成果を
連携させ，u-Japan基盤を構築する．

移動体網NW 無線LAN 固定網

ネット
ワーク

プラット
フォーム

アプリケー
ション

ユーザ

センシング
デバイス

アプライ
アンス

ITS NW

JGN2等広域超高速ネットワーク
JGN2等広域超高速ネットワーク

チップNWチップNW

超小型チップ

超小型チップネットワーク

「コンテンツ市場」「コミュニティ」「電子商取引」「流通」「ソリューション」・・・

企業 組織・団体 個人

【2】 ユビキタスネットワーク認証・エージェント技術

【1】 超小型チップネットワーキング技術アクチュエータ

【3】 ユビキタスネットワーク制御・管理技術

電子タグ技術
センサNW技術

ＮＷロボット技術

電子タグ高度利用
セキュアユビキタス
自律移動支援

・・・・・・
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ユビキタスネットワーク認証・エージェントユビキタスネットワーク認証・エージェント (UAA)(UAA)グループの研究目標と体制グループの研究目標と体制

■研究目標
個人個人のライフスタイル・行動パタンを的確に反映できる新しい「認証技

術」や「エージェント技術」を研究開発し，日本発の標準として世界をリードし，
近い将来の国民のユビキタスライフクリエーションに寄与する．

■組織構成

オ）コンテンツ流通エージェント技術

ウ）自律分散ノード認証技術

ア）大量モビリティ対応認証技術
イ）分散型認証制御技術

エ）自律適応型ネットワークシステム構成エージェント技術
エ-1）自律適応型ネットワークシステム構成技術
エ-2）自律適応型ネットワーク分散サービス合成技術

代表研究責任者(ＮＴＴ) （日立製作所）

（NTT）

（東京大学）

（大阪大学）
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NTTNTT受託研究の概要受託研究の概要

◆未来ねっと研究所： 自律適応型ハードウェアの研究

通信状況に応じてネットワーク機器構成を自律適応的に変更し，
提供する通信方式を変更可能な柔軟なネットワーク機器の研究．

◆ネットワークサービス研究所： 自律適応型ソフトウェアの研究

ユーザ嗜好，状況に合わせて，適切なソフトウェア，デバイスを自動で組
み合わせサービスを提供するサービス合成エンジンの研究．

ユビキタス環境では，多種多様な機器・プログラム・ネットワークが接続．
このような環境で，ユーザ状況に応じたサービスを提供するためには，
ネットワークに自律適応性を持たせるアプローチが有力と考えた．
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自律適応型ハードウェアの研究目標自律適応型ハードウェアの研究目標

ユビキタスネットワーク環境の効率的な構築を目指し，通信状況に応じてネットワーク機

器構成を自律適応的に変更し，提供する通信方式を動的に変更可能な高性能かつ柔軟

なネットワーク機器の構成技術を実現する．

各通信方式の
クライアント

各通信方式の
クライアント

外部
ネットワーク

外部
ネットワーク

自律適応型
ネットワークシステム

自律適応型
ネットワークシステム

回線交換網

インターネット

ユーザ数ユーザ数

トラヒック量トラヒック量

アクセス方式アクセス方式

所要QoS所要QoS

所要スループット所要スループット

ハードウェアリソースハードウェアリソース

無線周波数リソース無線周波数リソース

通信状況を認識してネットワーク機器構成を自律適応的に変更通信状況を認識してネットワーク機器構成を自律適応的に変更

可変ハードウェアネットワーク機器
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研究のアプローチ研究のアプローチ

演算処理回路構成を容易に変更可能な自律適応型ハードウェアについて検討を行い，

プロトタイプにより自律適応性のフィージビリティを確認した．現在，実際のネットワーク

機器への適用を想定した各制御技術の研究を進めている．

自律適応型ハード
ウェア構成の研究

通信状況認識技術・
自律適応制御技術の研究

ユビキタス環境における
ネットワーク機器への

適用性の研究

自律適応型ハードウェアの回路構成の検討自律適応型ハードウェアの回路構成の検討

自律適応型ハードウェア（ﾌﾟﾛﾄﾀｲﾌﾟ）の開発・評価自律適応型ハードウェア（ﾌﾟﾛﾄﾀｲﾌﾟ）の開発・評価

Object

評価用
ボード

均質でスケーラブルな構造

Message

Object

自律適応型
ハードウェア

Plastic Part

Built-in Part

Object

評価用
ボード

均質でスケーラブルな構造

Message

Object

自律適応型
ハードウェア

Plastic Part

Built-in Part

Plastic Part

Built-in Part

端末の通信状況を認識し，最適な無線システム
を自律適応的に選択・提供する制御技術

端末の通信状況を認識し，最適な無線システム
を自律適応的に選択・提供する制御技術

ネットワーク効率を向上するロードバランス機能ネットワーク効率を向上するロードバランス機能

評価用ネットワーク機器

現在の研究段階

自律適応評価機器自律適応評価機器

データ管理テーブルデータ管理テーブル

無線部制御機能無線部制御機能

トラヒック監視機能トラヒック監視機能

ロードバランス機能ロードバランス機能

監視制御部監視制御部無線部無線部

自律適応評価機器自律適応評価機器

データ管理テーブルデータ管理テーブル

無線部制御機能無線部制御機能

トラヒック監視機能トラヒック監視機能

ロードバランス機能ロードバランス機能

監視制御部監視制御部無線部無線部
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自律適応制御技術の適用例（今年度実施）自律適応制御技術の適用例（今年度実施）

複数の無線通信方式の基地局機能を搭載した「統合ノード」において，クライアントの利用

状況に応じて，提供する無線通信方式を自律適応的に制御することにより，クライアント

の接続性の向上を実証．

擬似トラヒック
生成器

無線LAN
端末

PHS
端末

…
…

アプリケーション
の開始・終了を
統合的に制御

アプリケーション
の開始・終了を
統合的に制御

無線LAN・PHSクライアント無線LAN・PHSクライアント 統合ノード統合ノード

PHS
基地局

PBX

メディア
サーバ

ターミナル
アダプタ

対向
電話機

データ管理テーブルデータ管理テーブル

無線部制御機能無線部制御機能

トラヒック監視機能トラヒック監視機能

ロードバランス機能ロードバランス機能

監視制御部監視制御部無線部無線部

無線LAN
アクセス
ポイント

無線部のハードウェアリソース制限下で，クライアントの通
信状況に応じて，最適な無線システムを提供
無線部のハードウェアリソース制限下で，クライアントの通
信状況に応じて，最適な無線システムを提供

端末所要QoSを満たす無線LANアクセスポイント割当端末所要QoSを満たす無線LANアクセスポイント割当

無線LANのトラヒックを適切に分散するロードバランス無線LANのトラヒックを適切に分散するロードバランス
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自律適応制御技術の動作例自律適応制御技術の動作例

端末利用状況に応じて自律適応的に統合ノードを制御可能端末利用状況に応じて自律適応的に統合ノードを制御可能

統合ノード

【 例１：無線LAN-AP追加とトラヒック分散 】

・無線LAN-AP追加起動
・トラヒック分散制御

・無線LAN-AP追加起動
・トラヒック分散制御

OFF OFF

新規無線LAN端末

統合ノード

OFF

無線LAN接続性・スループットの確保無線LAN接続性・スループットの確保

統合ノード

【 例２：無線LAN端末集約と無線LAN-AP削減及び
PHS-CS追加 】

・無線LAN端末集約
・AP削減およびCS追加

・無線LAN端末集約
・AP削減およびCS追加

PHS発着呼
可能状態

統合ノード

PHS発着呼の確保と無線LAN継続利用PHS発着呼の確保と無線LAN継続利用

新規
PHS端末

ハードウェア制約 ： 同時起動台数は最大4台

PHS前提 ： 1台のCSは最大3台の端末を収容可能
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今後の進め方今後の進め方

・再構成可能ハードウェアを用いて，複数の通信方式に対応したネットワーク機器を開発
し，統合ノードの自律適応制御技術と組み合わせ，ハードウェアレベルでの特性評価を
実施．

・自律適応制御技術について，さらにリソースを効率的に利用するための制御アルゴリズ
ムの検討および実装を行い，その有効性を評価．

方式A

方式B

各通信方式のクライアント各通信方式のクライアント

…
方式A

各通信方式
実現部

各通信方式
実現部 制御部制御部

方式C 再構成可能な
ハードウェア

ネットワークネットワーク

…

…

…

統合ノード

…
方式B

…
方式C

再構成可能なハードウェアを用いたネットワー
ク機器構成の実現と特性評価

再構成可能なハードウェアを用いたネットワー
ク機器構成の実現と特性評価

再構成可能なハードウェア上で動作する通信
ソフトウェアの開発

再構成可能なハードウェア上で動作する通信
ソフトウェアの開発

周波数等のリソースをより効率的に利用可能
な制御アルゴリズムの検討・評価

周波数等のリソースをより効率的に利用可能
な制御アルゴリズムの検討・評価
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自律適応型ネットワーク分散サービス合成技術自律適応型ネットワーク分散サービス合成技術

デバイス

Web services

センサ

ネットワーク装置

サービス要素を自由に
組み合わせその場で

サービス実現

ユーザ状況変化に合
わせ使用するデバイ

スを自動切換

サービス設計図（ST）

ユビキタスコンピューティング環境

コンテンツ

Service Element：SE
Service Template：ST

＝NW内のプログラム

地図予定表 モニタ

ユビキタス環境では，様々なサービス機能，機器がネットワークに遍在する．サービス合
成技術は，これらのサービス要素を，ユーザがオンデマンドに発見・バインドすることで，
その場その時の状況に適したサービスを実現するための基盤技術である．
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サービス合成技術のフローサービス合成技術のフロー

ST

SE SE SE

地図予定表ST モニタ

呼び出すべきSEを意味的メタ
データで指定した抽象記述方式

SEに意味的なメタデータ
を付与し，抽象化

サービス実体
(デバイス等）

ウェブサービス
（WSDL，UPnP)

SE記述
（OWL-S）

SEレジストリ

①ST入力

②SE発見

④IF解決しバ
インド

カテゴリがマッチするSEを発見し，選
択したSEをSOAPでバインド

コンテキスト
データ

③最適SE選択

台所

SE

サービス合成エンジン

国際標準Webサービス
インタフェース

サービス設計図（ST）に基づいて，合成エンジンが必要なサービス要素（SE）を発見・バインドするこ
とで，サービスを合成する．状況に応じた合成を実現するためのポイントは，ST，SEとも意味的メタ
データで記述し，IFは異なっても同等機能ならば交換可能にした点である．
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APLAPL例例11：高齢者見守りに適用可能な追跡カメラ機能：高齢者見守りに適用可能な追跡カメラ機能

ネットワーク

C社カメラ（寝室）

Aさん

Ｂさん宅

Ｂさんがどの部屋にいっても，
Ｂさんを撮影した動画をＡさんに

合成エンジン

位置センサ

ポート制御機能

S社カメラ（居間）

サービス合成エンジンをホームゲートウェイ上に配置し，屋内にいるペットや高齢者の移
動に合わせて，カメラを切換え映像をユーザ端末に届けるサービス．ポート制御機能SE
をシナリオに組み込みセキュアアクセスが可能である．UPnP対応カメラなら挿せばすぐ使
えるため，機種が異なっていても切換えが可能．

ポート制御機能を使い，
利用時だけポート開放

意味情報によるIF解決で，
異種カメラも切換え可能

UPnPとSE自動公開ツールに
より，挿せば追加可能
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APLAPL例例22：携帯電話を用いたサービス合成：携帯電話を用いたサービス合成

●組み合わせ例
・辞書→画像検索
・旅行→天気→路線
・占い（ラッキーフード）→グルメ→地図表示
・ダイエット→グルメ＆料理

台所

サービス合成
プロキシサーバ

発声

サービス要素（SE）

表示

vehicle

(9) アラーム

(5) タイマ

(2) プリンタ

(12) 時刻表

(6) 位置情報

(7) 地図 (8) 予定表

(4) ビデオカメラ

(11) 英和翻訳

(3) スピーカ

(10) 検索エンジン

(1) モニタ

英語勉強サービス

乗り物

11 3 110

・ニュース（ビジネス）→マネー（株価検索）
・ショッピング→路線→地図
・テレビ番組→路線
・求職→路線→地図

状況に応じて表示機器選択

サービス合成エンジンをネットワーク上のプロキシに配置し，携帯電話でアクセスする形
で，携帯電話でサービス合成を可能にしている．ポータルやHPなどのネットワーク上の
様々なWebアプリケーションをSEとして組み合わせ利用可能．
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今年度進捗：①メタデータ解決技術今年度進捗：①メタデータ解決技術とメタデータマッピング技術とメタデータマッピング技術

継承関係

train カテゴリＤ

カテゴリB 特急電車 カテゴリE

電車

乗り物

カテゴリＡ

カテゴリC

カテゴリF

a

a,b a,c

a,c,ea,b,d

α

α,γ同値関係

SE SESE

SE SESE

SE SESE

ST
SE管理DB

SE管理DB

サービス
合成エンジン

メタデータ管理DB SE管理DB

①ST入力

②同等のメタ
データ発見

③SE発見、選択

ドメインＡ

ドメインＢ

ドメインＣ

登録登録

登録
参照

参照

参照

シソーラス，クラス間近似度，
トポロジ近似度を用い推測

α,γ, δ

サービス合成技術は，合成対象を増やすため，オントロジ言語OWLで記述された同値・
上位・下位クラスの関係を辿ることで，メタデータは異なるが欲する機能と同等のSEを利
用可能にしている．ここで，メタデータ数が膨大になった際，OWL記述の手間を省くため，
異なるドメインで定義されたメタデータ同値関係を自動的に行うマッピング技術を適用．
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今年度進捗：②携帯電話でサービス合成するための取組み今年度進捗：②携帯電話でサービス合成するための取組み

携帯電話をコントローラにサービス合成するための機能配備として2つ考えられる．
（案１）ネットワーク上のサーバでサービス合成処理．携帯電話はGUIのみ
（案２）携帯電話にサービス合成処理を実装．（不足機能はNW上のサーバで）

⇒案1，2の両方で実装して実現性を検証．案1はマス向け，案2はホームNW向け．

Home NW

Office NWInternet

GUI

サービス
合成機能

GUI

Home NW

Office NWInternet

GUI

サービス
合成機能

GUI
サービス
合成機能

（案１）NW上のサーバでサービス合成 （案２）携帯電話上でサービス合成

○携帯電話端末負荷が少ない

△目前のサービス・デバイスもインターネット経由で制御

△インターネット公開必要があり，セキュリティが不安

△ユーザ情報をインターネット上サーバで管理する必要

△サーバへの負荷集中

サービス
合成機能

×携帯電話端末負荷が懸念される

○身近なサービス・デバイスを直接制御可能

○インターネット非接続のデバイスのアドホック合成可能

○処理は携帯電話に閉じるため，プライバシ観点で安心

○サーバへの負荷が少ない
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まとめまとめ

【未来研】
・通信状況に応じて自律的に機器構成を変更可能なネットワーク機器実現を目標．

・複数の無線通信方式に対応した「統合ノード」において，クライアントの利用状況に応じて，
提供する通信方式を自律適応的に制御する基本制御技術を確立．

・今後，再構成可能ハードウェアを用いて，ハードウェアレベルでの特性評価を実施．

【NS研】
・意味的情報とコンテキストを用いたサービス合成技術の研究を推進．

・メタデータ解決技術の高度化，携帯電話からのサービス合成方式，コンテキストアウェアな
サービス要素自動選択技術・サービス切換え技術に関し，技術を洗練化．

・追跡カメラ（高齢者見守り），携帯電話対応ポータル連携，3機関連携システム（ワンダー
キャッチャー）等のサービスを具現化．

・来年度は，さらなる合成エンジンの高度化（多人数処理，市中コンテキスト技術利用），サー
ビスシナリオ自動生成技術の研究を推進予定．


